
令和７年度 自己評価及び学校関係者評価についての報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分

野 

重点目標 自己評価結果と学校関係者評価結果を 

踏まえた今後の改善方策等 

１ 

教

育

目

標 

 

 

 

 

 

・やさしさ

いっぱい 

・わかった

いっぱい 

・あせいっ

ぱい 

 

 

・教育目標や重点目標が、児童・家庭・地域

にさらに周知され、具現化されるように全教

職員で来年度も取り組んでいく。 

・挨拶は人との関わりの中でとても大切なも

のである。児童が自ら気持ち良く挨拶できる

ようになってはきているが、児童会の活動も

交えながら声かけを行っていく。 

・一人一人の個性や発達段階を理解して寄り

添いながら、児童の努力する姿や協力し合う

姿を認め、学習や生活に対する指導・支援を

継続していく。 

２ 

教

育

課

程

・ 

学

習

指

導 

 

 

 

・確かな学

力を育成す

るため学習

指導要領を

ふまえた教

育課程を編

成する。 

・基礎基本

の定着とと

もに、思考

力や学習意

欲を育てる

ための授業

改 善 を 行

う。 

・一人一台の学習用端末等の ICT 環境が整備

された。これまでの教育実践にさらに ICT

を利活用し、児童の力を最大限に引き出す主

体的・対話的で深い学びの視点からの授業づ

くりを目指す。 

・折に触れ「咲が丘小学校 授業の約束」を

確認し、児童が学習に集中できるようにす

る。また、家庭にも周知し、授業に必要な持

ち物の協力を得る。 

・児童一人一人が自分の考えを持ち、学習中

に議論できる環境を整えながら授業改善を

行っていく。 

・教育課程の中で、行事や体験活動を大切に

し、児童が達成感を得られるような工夫をし

ていく。 

３ 

組 

織 

運 

営 

・全教職員

が経営参画

の意識を持

ち、運営に

あたってい

る。 

 

 

 

 

・組織の活性化を図るため、学校評価や行事

の反省を踏まえ、教職員の役割や分掌の見直

しを行う。同時に、教職員の特技や専門性を

生かせるよう配慮する。 

・引き続き、不祥事根絶に向けたモラールア

ップ委員会を中心とした掲示物の作成や研

修、セルフチェック、声の掛け合い等を重視

していく。 

・小規模校の良さを生かし、教職員同士が互

いに理解し合い協力していけるよう、挨拶や

声掛け、コミュニケーションを図り、風通し

の良い職場環境づくりに努める。 

・様々な課題に対し、組織で早期解決を図れ

るようにする。また、必要に応じて関係機関

との連携を図っていく。 

 

分

野 

 重点目標 自己評価結果と学校関係者評価結果を 

踏まえた今後の改善方策等 

４ 

生

徒

指

導 

 

 

・全教職員

で子どもを

見つめ支援

し、共通理

解と共通行

動を図る。 

 

・生徒支援部会を中心に組織として生徒指導

にあたる。児童の様子やアンケート、教育相

談等から、児童の抱える課題を早期に発見

し、教職員が共通理解して、早期解決を図れ

るようにする。また、必要に応じて関係機関

と連携し、対応していく。 

・「咲小 5 つのやくそく」の取り組み方に

ついて、学級で話し合ったり、評価したりし

ながら、児童会の活動等を通して、児童が主

体的に取り組めるようにする。 

・引き続き SC を保護者、教職員が活用しや

すいよう配慮する。また、SC を生徒支援部

会に招聘し、思いやりの心を育むために校内

研究等で連携していく。 

 

５ 

安

全

管

理 

 

 

・常に危機

管理体制を

見直し、徹

底する。 

・児童の危

険予知、危

険回避能力

を高める。 

・児童に自助の力をつけさせるために、学校

での安全教育を教育活動全体で行っていく。 

・避難訓練に、消防や警察の方を講師として

招き、児童への指導をお願いする。 

・家庭の協力を仰ぎ、防犯ブザーのチェック、

ルール作り、声掛けをお願いする。 

６ 

保

健

管

理 

 

 

 

・健康安全

指導を徹底

する。 

・心の健康

管理の体制

を整える。 

・ゲームやスマホ依存で昼夜逆転していたり、

イライラしていたりと学校生活に支障をきた

している児童が見受けられる。今後もくり返し

根気強く便りや面談、懇談会等で家庭に協力を

促していく。 

・児童や保護者の心身の健康を守るため、管理

職、担任、養護教諭で情報を共有し連携をして

いく。 

・感染症対策を学校全体で統一し、国や県、市

の動向を随時確認しながら徹底していく。 

・保護者や児童に全員面談等を通して、SC の

教育相談の活用をさらに促していく。 

 
７ 

研

究

・

研

修 

･課題意識の

上に立った

校内研修を

推進する。 

・道徳の校内研究で得た成果と課題を明確に

し、次年度の研究につなげていく。 

・児童を指導、支援する上で教職員が必要とす

る研修を計画的に実施していく。 

分

野 

  重点目標 自己評価結果と学校関係者評価結果を 

踏まえた今後の改善方策等 

８ 

保

護

者

・

地

域

と

の

連

携 

・家庭・地

域から学校

へ、学校か

ら家庭・地

域へと開か

れた学校を

推進する。 

 

・家庭や地域の実情に合わせて、お便りや学

校メール等で情報発信をしていく。 

・ボランティアの活用を積極的に図っていき

たい。 

・学校、家庭、地域が交流しつつ、手を携え

て児童の健全育成を図っていけるよう「開か

れた学校」づくりを推進していく。 

９

特

別

支

援

教

育 

 

 

・全職員に

よる特別な

教育支援を

必要とする

子どもへの

理解と指導 

を図る。  

・支援の協

力体制をつ

くる。 

・配慮を要する児童の困り感を本人や保護者

と確認し、必要に応じ専門機関や関係機関と

連携し対応する。 

・教育支援計画や指導計画を作成し、職員会

議等で共通理解を図り、合理的配慮がなされ

るようにする。 

・管理職や特別支援教育コーディネーターが

配慮を要する児童の課題に対応できるよう

教室巡視を行い、手立てを工夫していく。 

10

施

設

設

備

・

環

境 

 

 

 

 

・教育設備

を整備し、

活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・備品や教具の整備・購入を計画的に行って

いく。 

・授業に ICT を効果的に取り入れたり、事務

作業簡素化のために ICT 支援員を積極的に

活用したりして、授業及び業務改善を図って

いきたい。 

・清掃活動を週 2 回としているが、児童が自

主的に清掃活動に取り組めるようにしてい

きたい。 

・教職員が短時間で効率の良い業務ができる

ように、行事を見直し精選していく。 

 

11

情

報 

 

・保護者や

地域への積

極的な情報

提供を行う 

 

・学校メールやホームページ等を積極的に活

用し、情報発信していく。 

・個人情報の管理について定期的に教職員に

注意喚起し、個人情報持ち出し簿の管理・チ

ェックを確実に行っていく。 

 


